大学の国際化とは何か : 日本の衰退は防げるか by 神余 隆博 & Takahiro Shinyo
  Page 19 13/02/21 08:33
大学の国際化とは何か
――日本の衰退は防げるか――
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社会の平和的な発展ならびに繁栄のために有為な人材を輩出することがその社会的な使命なので
ある。その意味でも関西学院大学のスクールモットーである「奉仕のための練達」（Mastery for
Service）は、日本の大学の今後のあるべき姿を自らに対しても厳しく突きつけていると言えよ
う。
（追記）
本稿を脱稿後、関西学院大学の平松一夫商学部教授（元学長）から、ご自身が団長を務められ
た関西生産性本部「訪アジアº高等教育»調査団報告書」（2012年12月）を頂戴した。この報告
書は、関西の大学関係者が主体となって%月16日から26日まで韓国、台湾、シンガポール、イン
ドネシアの大学を訪問し、これらの国と地域における主要大学の国際化の実情を調査したもので
ある。
報告書には提言と訪問大学の調査報告ならびに参加した団員の所感が記されている。いずれも
貴重な情報と示唆に富むものであり、大学の国際化に関心をもつ人に一読を薦めたい。調査に参
加した多くの団員は、アジアの大学（特に韓国およびシンガポール）の国際化とグローバル人材
育成の取り組みが想像をはるかに超えるところまで進んでいることに驚きを隠さず、このままで
は日本の大学は、世界どころかアジアにおいても取り残されるとの危機感から、真剣な取り組み
の必要性について警鐘を乱打している。
この調査を踏まえ、調査団が提言しているのは次の点である。
．学生の英語でのコミュニケーション能力を高めること。
．教員の英語力を強化し、英語での授業を拡大すること。
．企業が大学教育に期待し、グローバル人材育成に協力すること。
以上の点については、期せずして本稿において筆者も取り上げて論じているところである。
これまで日本が一歩先んじていると勝手に思ってきた大学教育の面において、日本は、経済面に
おけると同様、国際スタンダードからもアジアスタンダードからも半周から一周近く遅れてし
まっていることが、この報告書を読めば明らかになる。報告書は、グローバル人材を育成する上
で優先して取り組むべきことは、まず、英語の授業の拡大であると強調している。ネイティヴに
よる英語での専門分野の授業は、単に英語の授業の物理的な増加ということにとどまらず、優秀
な外国人教員の確保と日本人教員の国際競争力の強化という問題に行き着かざるを得ない。詳細
は報告書に譲りたいが、この点に日本の大学の国際化が直面する本質的な問題が潜んでいるので
はないだろうか。
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